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分担研究報告書 
ICD-11 の適用を通じて我が国の死因・疾病統計の向上を目指すための研究 

「ICD-11 の新基準を用いた抑うつ症および不安または恐怖関連症群の評価に関する研
究」 

 
研究分担者 成田瑞 国立精神・神経医療研究センター 

研究要旨 
 ICD-11 へのアップデートによって、多くの精神疾患が ICD-10 とは異な
る名称やカテゴリに分類されるようになった。とりわけ、抑うつ症および不
安または恐怖関連症群は、日本を含めた各国において有病率が高い病態で
あるにも関わらず、この度のアップデートによって大きな変更が生じた疾
患群である。本研究では、これらの新しい名称やカテゴリに対する臨床や
研究などにおける運用について把握し、適切な ICD-11 の使用方法につい
て考察することを目的とする。 
 

 
Ａ．研究目的 
 ICD-11 のアップデートによる新しい名
称やカテゴリに対する臨床と研究におけ
る運用について把握し、適切な ICD-11 の
使用方法について考察することを目的と
する。 

 
Ｂ．研究方法 
  精神科医療従事者への聞き取り調査
や、先行論文で使用されているカテゴリー、
取得可能なデータをコーディングするこ
との難しさなどを評価する。 

 
（倫理面への配慮） 
人を対象としない探索的研究である。 

 
Ｃ．研究結果 
  既存のレセプトデータなどから抑う
つ症および不安または恐怖関連症群を抽

出するための SQL コードを作成した。ま
た先行研究で使用されているカテゴリー
を質的に評価した。SQL による疾病デー
タ抽出自体は技術的にも容易であり、一度
スクリプトを組み立てれば簡便に使用可
能であると考えられた。一方で、先行の疫
学研究で使用される ICD ベースの疾病の
定義自体が heterogeneous であった。 
 
Ｄ．考察 

ICD-10 から ICD-11 への移行そのも
のはデータ解析の観点からさほどの困難は
無いものと考えられた。しかし、疾病の定
義そのものについての complexities があり、
例えばうつ病 1 つをとっても、多様な定義
が用いられていた。本質的には DSM-IV 
TR から DSM-5 へ移行した際と同様に、双
方の定義が当面は使用されていくと考察さ
れる。 
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Ｅ．結論 

該当なし 
 
Ｇ．研究発表 
１．論文発表 

 該当なし 
 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
 
２．学会発表 

 該当なし 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

 1. 特許取得 
 該当なし 

 
 2. 実用新案登録 

 該当なし 
 
 3.その他 

 該当なし 
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